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はじめに 

  近年，多くの公立病院において，経営状況が悪化するとともに，医師不足

に伴い診療体制の縮小を余儀なくされるなど，その経営環境や医療提供体制

の維持が極めて厳しい状況になっている。  

こうしたなか，いわゆる財政健全化法の施行に伴い，全会計を対象とした

連結決算による経営判断指標の導入により，地方公共団体が経営する病院事

業が，事業単体としても，また当該地方公共団体の財政運営の観点からも，

一層の健全経営を求められることとなった。  

このため，国では平成１９年１２月に「公立病院改革ガイドライン」を示

し，平成２０年度内の「公立病院改革プラン」策定を各自治体に義務づけた

ものである。  

函館市の市立３病院は，地域の状況や施設規模に違いはあるものの，開設

以来，住民のニーズに応え，それぞれ地域における中核的医療機関として大

きな役割を果たしてきた。  

しかしながら，度重なる診療報酬のマイナス改定や新臨床研修医制度によ

る医師不足，さらには平成１８年度に創設された７対１入院基本料や夜間看

護体制の見直しなどによる看護師不足により，非常に厳しい経営状況を余儀

なくされているところであり，函館市としての「公立病院改革プラン」の策

定が急がれるところである。  

このたび，改革プランを策定するにあたり，それに対して意見を述べる組

織として「函館市病院事業改革プラン策定懇話会」が設立され，平成２０年

６月から計５回にわたる会議を開催したところであり，そこで出された意見

等について報告するものである。  

 

１．懇話会で出された主な意見等 

（１）全般的なことについて 

  ① 市立３病院は不採算な部門を担っており，これは住民にとって重要な

役割であって放棄できるものではない。  

② 民間病院がやれることを公立病院がやれないということはない。  

③ 市立３病院とも維持存続させるためには，もっと赤字幅を圧縮すべき

である。  

④ 目標数字の実現のためには，経営の効率化とそれを進める論理的なプ

ロセスが必要である。  

⑤ 経営健全化に障害となるものを，職員一丸となって取り除けるかが重
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要である。 

  ⑥ 現場の担当者が健全化策を確実に実行していく明確な意志を持つこと

が重要である。  

⑦ 病院局内各セクションの連携をもっと深めるべきである。 

⑧ 右肩上がりの改善計画には，実現に向けた明確な根拠が必要である。  

⑨ 誰がいつ何をどうするのかといった具体的なものを明確にして進めな

いと変わっていかない。  

  ⑩ 経営改善の内容には，インパクトのある項目が必要である。 

⑪ 全国レベルの指標に到達できるよう努力してもなお生じる赤字につい

ては，繰入金の検討対象になると思う。  

⑫ 単に従来どおりの繰入の仕方であれば賛成できない。 

⑬ 独立行政法人化など経営形態の見直しについては，早急に検討すべき

である。  

（２）市立函館病院について 

 ① 函病を残すことは賛成である。 

② 地方センター病院の役割を維持することは必要である。 

③ 他の公立病院と比較して，建物の規模や病床数が少し大きい。  

④ 診療科によってはスリム化を検討する必要がある。 

⑤ 地域の病院や診療所との連携，ネットワーク化を強力に推進すべきで

ある。 

⑥ 使われない病室など余剰施設の有効活用策を検討すべきである。 

（３）市立函館恵山病院・市立函館南茅部病院について 

  ① 医療というのは効率だけで論じてはならない。２病院は市町村合併し

て間もないこともあり，現時点では，診療所化等の選択は難しい。 

   ② ２病院については，将来に向けそのあり方を検討していくべきである。 

  ③ ２病院が担うべき医療を，地域の歴史や人口構成，地理的要因などを

踏まえ，需要の面から検討すべきである。  

④ かかりつけ医となる総合医や家庭医を育てるという教育的な役割も付

加して考えることが重要である。 

 ⑤ 地域医療にあっては，保健・医療・介護の切れ目のない体制の構築が

重要であるが，合併後の地域の体制は不十分である。 

  ⑥ 南茅部病院の病床利用率向上のため，休止している療養病床を早期に

廃止し，あわせて病室を改修して入院環境の向上に努めるべきである。  

（４）看護師確保について 
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   ① 看護師を確保するためには「病院のセールスポイント」を明確にして，

普段から良好な職場環境をアピールしなければならない。  

② 函館病院で働くメリットを強調すべきであり，それを外に向けて発信

する必要がある。その為に，ＨＰを使用して積極的な訴求をする事を提

唱する。  

③ 生涯にわたって看護職を育てる教育プランと職場環境の良さが人を引

きつける。その為には，函館病院において何が学べ，どのようなスキル

が付くのかを明確にし，外部に発信する必要がある。 

④ 看護学生にとって病院実習での体験は就職先を決めるうえで大きなウ

エイトを占める。  

 ⑤ 実習学生に対する教育について戦略をもって取り組むことが大事であ

る。 

⑥ 他の看護師養成施設等の訪問をもっと積極的，かつ戦略的に行うべき

である。  

（５）経費削減について 

① 民間病院と比較して，材料費，委託費などが高い。  

② 前例にとらわれず，購入方法の見直しなどを積極的に検討すべきであ

る。  

③ 業務委託や物品購入などの契約に当っては，競争性がより強く働く方

法を導入すべきである。 

④ 光熱水費や燃料費などは，更に節減できる余地がある。  

⑤ 事務職員のプロパー化を推進すべきである。 

 

２．まとめ 

現時点においては，３病院の機能を維持するという前提で経営改善を求め  

る。  

（１）経営改革・改善には，「入り」を量りて「出る」を制すると共に，その

実施のための意欲が必要である。 

  ① 収入増のためには，患者数の増と単価の増が必須であり，診療報酬の

改定に迅速に対処できる病院の運営が必要になる。現状では，看護師の

数が入院患者数に大きな影響を与えていることから，看護師の採用の促

進が肝要であるが，そのハードルは高いと見受けられる。併設している

市立函館病院高等看護学院はもとより，全国の看護師養成機関からの採

用を戦略的に進めるべきである。  
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また，病院収入は医師の数と技術に負うことが大きいので必要診療科

の医師の充足・確保は重要である。  

しかし，十分な医師や看護師の確保が非常に難しい現状を考慮する

と，こうした看護師と医師の確保による増収策を掲げるだけでは十分と

は言えず，現体制の中で入院･外来患者の増加対策，さらにはＤＰＣを踏

まえた収益構造の改善を図るなど，より多様な策を検討すべきである。 

  ② 支出削減については，一部，医療材料費，委託費，経費の削減努力は

見られるが，一時的な成果とならないよう，継続的に成果を出していく

ための担当組織の整備とシステムの構築を強く求める。  

また，各診療科の実績等現時点での個別業務に分解した採算性のチェ

ックがなされておらず，収益に対する費用の問題点の把握が十分に出来

ていない。より強力に支出削減を行うためにも組織的な徹底した現状分

析を行い，数値的な評価を実施することを強く求める。  

  さらには，その実現の為に，誰がいつまでに何をするのか個別の目標

を明確にし，共有する事が必要である。 

  ③ 経営改善に向け，病院全体として全職員が難局に対応するという問題

意識を持つことが必要と考える。医療現場には多くの困難な問題が

あることは認識できたが，全ての職員が病院事業を遂行している当事

者としての問題意識を持ち，日々の業務において常に改革を行うという

目線で自己の業務を見直していただきたい。  

    その為に，患者への対応や職場を大切にする心を養うなどの教育を行

う事も必要である。 

（２）一般会計から繰り入れを増額することで収支改善を図るという今回の案

は，市民感情としては単純には受け入れ難いところがある。他自治体の改

革例なども参考に，さらに内部努力を行うことを求める。  

また，「公立病院改革ガイドライン」に示されているように，独立行政

法人化，指定管理者制度，民間譲渡などの経営形態の見直しを早急に検討

することを提案する。 

 

 以上のとおり，本懇話会では，それぞれの委員から様々な意見等が出された

ところであるが，こうした意見等を踏まえた「まとめ」の指摘事項を十分考慮

して，より踏み込んだ「函館市病院事業改革プラン」を策定していただきたい。 

 最後に，一般会計からの一定の支援を受けつつも，早期に収支の均衡を図り，

病院事業の健全化を実現する努力を病院局全職員に求めるものである。  
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函館市病院事業改革プラン策定懇話会の開催状況

○第１回

日 時 平成２０年６月２５日（水）16 00～18 00: :

議 題 １ 趣旨説明

２ 現状把握

３ ３病院の役割の検討

○第２回

日 時 平成２０年７月２２日（火）15 00～17 00: :

議 題 １ ３病院の役割の整理

２ 繰入基準の検討

３ 経営効率化の検討

○第３回

日 時 平成２０年９月９日（火）15 00～17 00: :

議 題 １ 市立病院が今後果たすべき主な役割について

２ 経営効率化の整理と数値目標の検討について

３ 一般会計繰入金の見直しについて

○第４回

日 時 平成２０年１０月７日（火）15 00～17 00: :

議 題 １ 「公立病院改革プランの概要」について

○第５回

日 時 平成２０年１１月１０日（月）15 00～17 00: :

議 題 １ 「公立病院改革プラン（素案 」について）

２ 懇話会報告書について
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「函館市病院事業改革プラン策定懇話会」設置要項

１ 趣 旨

「公立病院改革ガイドライン」を踏まえ，有識者の助言を得ながら，

「函館市病院事業改革プラン」を策定するため，函館市病院事業改革プラン

策定懇話会（以下「懇話会」という ）を設置する。。

２ 検討事項

（１ 「公立病院改革ガイドライン」が示す諸課題について）

（２）その他病院事業の運営に関し必要な事項について

３ 構成員

懇話会は，公立病院経営に知見を有する外部の有識者８人以内をもって

構成する。

４ 座長

（１）座長は，懇話会を主宰する。

（２）座長は，不在の場合など必要の都度，これを代行するものを指名する

ことができる。

（３）座長は，必要に応じ，関係部局等に出席を求めることができる。

５ 会議の公開等

会議は，原則公開とし，会議終了後，議事概要を作成し，速やかに公表する

ものとする。

６ 設置期間

懇話会の設置期間は，１に定める目的を達成するまでとする。

７ 雑則

懇話会の庶務は，函館市病院局管理部経理課が行う。



氏 名 肩 書 き ・ 役 職

岩　田　州　夫
 い　わ　た　　 く　に　お

公立はこだて未来大学副理事長・教授

鎌　田　直　善
 か　ま　た　　 な お よ し

公認会計士

伊　藤　丈　雄
 い　と　う　　 た　け　お

(社)函館市医師会会長

前　沢　政　次
 ま え さ わ　　ま　さ　じ

北海道大学大学院医学研究科医療システム学分野教授

岡　崎　弘　行
 お か ざ き　  ひ ろ ゆ き

北海道渡島保健福祉事務所保健福祉部長

岩　見　喜久子
 い　わ　み　　 き　く　こ

前・（社）北海道看護協会常任理事

藤　原　靖　孝
 ふ じ わ ら　　や す た か

恵山地域審議会副会長

秋　本　明　敏
 あ き も と　　あ き と し

南茅部地域審議会会長

函館市病院事業改革プラン策定懇話会委員名簿
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